
　日本列島は大陸プレートの下に海洋

プレートが沈み込むプレート境界によ

って囲まれています。西南日本ではユ

ーラシアプレートの下にフィリピン海

プレートが、東北日本では北米プレー

トの下に太平洋プレートが沈み込んで

いて、これらの境界付近では巨大地震

が繰り返し起こっています。北日本の

プレート境界で最近起きたマグニチュ

ード７以上の地震の震源域を図１に示

します。

初めて捉えた巨大海溝型地震  

　２００３年９月２６日早朝、十勝平

野を中心に北海道の広い範囲で強い地

震の揺れを記録しました。この地震は

２００３年十勝沖地震と呼ばれ、１９

５２年にほぼ同じ場所で起きた海溝型

地震の再来であったと考えられていま

す。１９５２年当時は現在ほどたくさ

んの地震観測点が存在しませんでした。

この地震は、全国に設置された地震観

測網によって捉えられた最初の巨大海

溝型地震ということになります。

平野部で大きな揺れ　

　今回の地震では防災科研の強震観測

網（Ｋ－ＮＥＴ、ＫｉＫ－ｎｅｔ）の

うち６５５点でデータが得られました。

図２は地表における最大加速度（左）

と最大速度（右）の分布を示していま

す。震央の北西約８０ｋｍに位置するＨ

ＫＤ１００という観測点では９８８Ｇ

ａｌを記録しました。また札幌から苫

小牧にかけての石狩、勇払平野では、

震央から２００ｋｍ以上も離れている

にも関わらず、周囲に比べて大きな加

速度や速度が観測されました（図２、

右）。特に勇払平野では周期５秒以上

の継続時間の長い地震波が観測されて

います（図３）。苫小牧の石油タンク

は，長周期の波に揺らされつづけるこ

とでタンク内の液面が大きく変動する

スロッシングという現象によって、甚

大な被害を被りました。

北西方向に進んだ断層破壊  

　強震観測網で得られた波形データを

解析することにより、地震の際にどの

ように断層が割れたのか（破壊過程）

を知ることができます。海溝型の地震
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図１　最近のプレート境界で起こった地震（マグ
　　　ニチュード７以上）の震源域。
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にはそのメカニズムによっていくつか

の種類がありますが、今回の地震は大

陸プレートと沈み込む海洋プレートの

境界で発生したと考えられます。そこ

で、プレート境界に沿うように断層面

を仮定して解析を行いました。図４に

２００３年十勝沖地震の震源における

滑り量分布を示します。断層面上の矢

印はそれぞれの場所で生じた滑りの向

きと大きさを示し、色の濃さは滑り量

の分布を示しています。今回の地震で

は、震源付近と震源より北西のやや深

い部分で大きな滑りがあり、最大で５

ｍ以上滑ったことが分かりました。主

な断層破壊は、☆印（深さ２９ｋｍ）

で示した震源から始まり北西方向（断

層面の深い方）に進展しました。また、

断層面の北東部の最も深い部分でも、

比較的大きなエネルギーを開放したと

考えられます。

　当研究所では、今後起こるであろう

と思われる地震を対象に地震動予測地

図を作成して、防災に生かそうとして

います。今回の十勝沖地震の解析結果

は、海溝型地震による地震動の予測に

大きく貢献をするのではないかと考え

ています。

図３　苫小牧で観測された加速度波形（ＮＳ成分）から５秒
　　　より長い周波数の波だけをとりだした。

図４　強震記録から推定された２００３年十勝沖地震の滑り
　　　量分布と解析に使用した観測点の分布。

図２　防災科研の強震観測網（Ｋ－ＮＥＴ、ＫｉＫ－ｎｅｔ）が捉えた地表での
　　 （左）最大加速度、（右）最大速度の分布。★印が震央。


